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データ伝送・蓄積センサー観測・データ収集 データ利活⽤データ分析

コンテクスト・アウェアネス

構造化

メタデータ作成

情報統合 横断検索

収集・登録

コンテナ型M2Mデータセンター設備

計算機分散拠点設備

オープン・
フロース
イッチ
/SDN

防災・減災機能の強化

社会インフラの維持・管理

新産業・雇⽤の創出

[河川観測] 降⾬量や⽔位予測等を組み合わせ
た河川⽔位の⾒える化、⽔⾨開閉バランスの
最適制御に係る判断情報及び避難誘導情報の
配信
[気象観測] 降⽔発⽣直前の気流から雲形成に
よる豪⾬までのプロセスを3次元で瞬時に把
握し、関係機関に情報提供
[運⾏観測] バス内やバス停のセンサーによる
運⾏情報や⾃治体情報等の配信や端末間緊急
通信
[環境観測] 環境観測データとGISデータとの
連動によるヒートアイランド現象等の都市型
災害の⾒える化

[路⾯観測] 道路や橋梁の振動モニタリング
やプローブカーによる路⾯のモニタリングに
よる路⾯状態や構造物の⾒える化と異常検知
[路線観測] センサーによる鉄道路線のトン
ネル⼝付近の⼟砂崩れ等の検知等
[電⼒制御] 電⼒使⽤量や蓄電量のモニタリ
ングによる電⼒供給の制御

[農業管理] 農業現場の気象や病害⾍等の各種
リスクの監視・管理による農業⽣産性の向上
[⼈流観測] スマートフォンの携⾏状態の判別
や混雑度の推定精度等の⾼度化による屋内環
境アプリケーションの実証
[⾞両観測] 駐⾞場の⾞番や⾞速等の収集・分
析等の実証
[⼈物検出] 駅構内やビル内のカメラのネット
ワーク化による⼈流分析、マーケティング、
ナビ等の実証

最先端気象センシングネットワーク設備

JGN-X⾼機能ノード・ストレージ設備

端末間ワイヤレスネット
ワーク設備

ワイヤレスセンサーネットワーク設備
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仮想無線
基地局

Internet

情報収集

端末間通信ユニット
情報の運搬

情報の配信

監視カメラ

ワイヤーセンサー
WiFi/Wi-SUN

災害エリア(近距離)

移動局

災害エリア(遠距離)

分散型サーバによる無線
メッシュネットワーク設備

フィールド
ポイント（親機）

農場エリア

センサ
（⼦機）

家電・住宅設備

SPU

Wi-SUN

ハイブリッド
インバータ

系統電⼒

ソーラーパネル

制御 モバイル網

河川、橋梁、道路、建物等に多様なセンサーを配備し、有無線ネットワークを通して集めた⼤容量のデータを⼤規模
データセンターで⾼度分析することにより新たな価値を⽣み出し、「社会インフラの維持・管理」、「防災・減災機能
の強化」、そして「新産業・雇⽤の創出」に貢献

移動局

可搬型
基地局

ルータ

既設ネットワーク

固定型環境無線
センサー

移動型環境無線
センサー

データベース分散拠点設備

WISDOM 2013

⼤規模情報分析システム設備

分野横断相関検索・可視化設備 22

参考⽂献[1]



モバイル・ワイヤレステストベッド＋JGN-X施設配置図

コンテクスト・アウェアネス
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メタデータ作成
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技術センター

ユニバーサルコミュ
ニケーション研究所

（けいはんな）

ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証

北陸StarBED
技術センター

ワイヤレスネット
ワーク研究所
（横須賀）

NICT⿅島ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証

NICT神⼾

⼤容量
回線

⼤規模計算
処理リソース

センサーネット
ワークフィールド
実証設備

降⾬レーダ⾼機能ストレージ

⾼機能ネットワークノード

⼤規模分散
ストレージ

モバイル・ワイヤレステストベッド施設
（H26年3⽉より稼働予定）

コンテクスト・アウェアネス

構造化

メタデータ作成

情報統合 横断検索

収集・登録
M2Mデータセンター

JGN-Xの
H26年度整備計画
（H25年12⽉時点での想定）
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施設名 設置場所* 諸元

大規模スマー
トICTサービ
ス基盤（別紙
1参照）

大規模計算処理リソース
ユニバーサルコミュニケーション研究所、
北陸StarBED技術センター、ワイヤレス
ネットワーク研究所

各拠点とも、
400サーバ/4000VM

大規模分散ストレージ

ユニバーサルコミュニケーション研究所、
北陸StarBED技術センター、ワイヤレス
ネットワーク研究所、脳情報通信融合研
究センター、本部（東京）

合計論理ボリューム １PB

貸出型／貸与型センサー

• 多眼映像センサー
• スマートフォンセンサー
• プログラマブル・固定型無線環境センサー
• 路面監視センサー
• 簡易設置用 ・固定型無線環境センサー
• 固定型無線環境センサーネットワーク輻輳監視制御設備
• 河川監視センサー
• プログラマブル・構造物監視センサー
• 構造物監視センサー

ワイヤレスセ
ンサーネット
ワーク（別紙
2参照）

貸出型センサー

• Wi-SUN対応コグニティブルータ
• 各種センサー接続用Wi-SUN無線機
• Wi-SUN搭載各種センサー
• VHF帯・UHF帯ブロードバンド無線機

M2Mデータセンター ユニバーサルコミュニケーション研究所

サーバ総数約430台、ディスク総容量約40PB
・ 共有ストレージ：ディスク容量30PB
・ 大規模共有メモリサーバ：3機(80サーバ、総メモリ容量30TB）
・ 大規模データ処理用サーバ：320台、ディスク容量10PB
・ 汎用計算サーバ等：約100台
・ 可視化装置

JGN-Xの高機能化

高機能スト
レージ

大手町AP、NICT大手町AP、大阪AP、
名古屋AP

4サーバ、72TBストレージ

高機能ネット
ワークノード

北陸StarBED、仙台AP、大手町AP、
NICT大手町AP、名古屋AP、NTT堂島
局、岡山AP、 広島AP、福岡AP、大阪
大学AP、NICT小金井AP

100Gbps対応ネットワークスイッチ

* NICT研究所等の所在地はNICTサイト（http://www.nict.go.jp/about/location.html）、
JGN-Xアクセスポイント（AP）の詳細はJGN-X NOCサイト（https://www.jgn-x.jp/jp/）を参照のこと

モバイル・ワイヤレステストベッドの計算機等リソース諸元
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データの流れから⾒た技術の分類

ネットワークレイヤ

アプリケーション

データ処理レイヤ

リソース制御レイヤ

テキスト情報分析技術 分野横断相関検索・
可視化技術

SCNPIAX ⼤規模テキストアーカイブ

テストベッド
利⽤者独⾃処理

アプリケーション毎の独⾃データ処理⽅式、ノウハウ

アプリケーション毎の独⾃データ管理⽅式

広域ネットワーク

地域ネットワーク

LAN管理

LAN(伝送)

データ処理

データ管理

NW制御・仮想化

ITリソース管理

計算機リソース

Cognitive/
Amphibia NW

SDN/
Openflow

NerveNet
ベストエフォート

サービス

ワイヤレス研⽅式 PIAX

データセンター 横須賀 データセンターけいはんな データセンター北陸 商⽤クラウド

SCN

BYON HIMAILS

エネルギー・
マネージメント 砂防、防災、減災 農業 警察、交通、防犯 医療、介護環境 商業流通地域 新産業

センサーレイヤ
⾞流検出
センサ

⼈流検出
センサ

環境情報
センサ

トンネル
監視

センサ
HEMS向け

センサ
河川監視
センサ

橋梁・道路
向け

センサ
農業⽤
センサ

WiMAX/
公共BB

920M
Hz

独⾃
Ethernet

商⽤InternetJGN-X/RISE 商⽤専⽤線 モバイル
キャリア網 衛星

Wi-SUN
メッシュ

WLAN
メッシュホワイトスペース ITS端末間NerveNet

Wi-SUN Wi-Fi
ZigBee / 
Bluetooth

UWB

IEEE 802.11系 特定省電⼒
（429MHz等） シリアル等

テストベッド
利⽤者

⾜回り回線

テストベッド利⽤
者Internet経由

IEEE 802.15系 15.4e/4g/6

Cognitive

テストベッド
利⽤者リソース

NICTの独⾃技術
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NICT独⾃技術の概要（1/5）
Wi-SUN コグニティブ無線

ホワイトスペース通信 公共ブロードバンド

特徴

 省電⼒無線機搭載セ
ンサ・メータによる
データ収集・監視・
制御を実現する技術

ポイント

 省電⼒無線機による
効果的なサービスエ
リア拡張を実現。

 NICT発標準規格・
認証体勢に基づく普
及化を⽬指す

特徴

 無線の利⽤状況を認
識(cognitive)し、
周波数の利⽤効率の
向上を⽬指す技術

ポイント

 NICTの提案した制
御⽅式が、IEEE 
1900.4a規格として
成⽴、利⽤可能に

特徴

 ホワイトスペース
を活⽤する、広域
ブロードバンド
ネットワークを実
現する技術

ポイント

 NICT提案標準規格
による、効率的な
地域/災害時ネット
ワークの形態を提
起

特徴

 地デジ以降後のVHF帯を利⽤した公共機関向けブロードバンド
システム

 警察や消防・救急等での映像通信に活⽤

ポイント

 NICTの提案した制御
⽅式が、IEEE 
1900.4a規格として
成⽴、利⽤可能に 6



NICT独⾃技術の概要（2/5）
WLANメッシュ UWB

NerveNet 端末間

特徴

 隣接する機器間同⼠が無線
LAN（WLAN）にて接続し、
⼩エリア網や中継網を形成す
る技術

ポイント

 中継により、通信エリア拡⼤
や、災害時に地域内での通信
⼿段の確保が容易に

特徴

 広帯域な微弱信号を使い、室内
の⾼精度な測距測位を実現

 商業施設・物流管理などに利⽤

ポイント

 NICTが主体となって
IEEE 802.15.4a規格
を成⽴、利⽤可能

特徴

 データベース＋サーバ機能を
メッシュ状に分散配置し、ロー
カルネットのみでセンサ情報収
集、共有、配信を可能にする
データ処理・NW制御技術

ポイント

 ⾃⽴性の⾼い情報処理を活かし、平
時に加えインターネットアクセス不
可能な⾮常時にも安定したアプリ提
供と、即時性の⾼い情報の配信

特徴

 インフラに独⽴し、ハブな
どの中央制御局を必要とせ
ず、地域内の情報⾃動収集
と拡散

 災害と緊急時でもすぐに利
⽤可能
ポイント

 IEEE 802.15.8の標
準規格にNICT⽅式
を提案

BSBS
BS

BS BS
BS

端末登録

リアルタイム・プッシュ配信

端末登録情報・所在情報

地域センサ情報・地域コンテンツ

カメラ

タグ

センサ
！

増⽔中の＊＊川に
お⼦様が近づいて

います！

リアルタイム警報

メッシュ型情報処理 7



NICT独⾃技術の概要（3/5）
JGN-X/RISE

Amphibia NW BYON

特徴

 JGN-Xは、新世代ネットワーク
(NwGN)の要素技術を実装・展
開し検証可能なテストベッド

 RISEはJGN-X上に実装した
OpenFlowテストベッド

ポイント

 研究⽤途に広く⼀般開放
 他のテストベッドとも連携し

た多層的なネットワークの総
合的なテストベッド

特徴

 有線の仮想化NW網と、サービ
スごとに特化した無線基地局が
連携させた、仮想化有無線統合
ネットワーク

ポイント

 センサー/無線部を含
めた、サービス毎の仮
想化ネットワークを構
築可能

衛星通信
特徴

 衛星通信ながらGbps級の
伝送速度を実現

 災害時の堅牢なシステム構
築が可能

ポイント

 NICTが主体となってWIND
衛星通信部を設計、実証

特徴

 サービス毎に異なる通信要件と利
⽤者の移動パターンを考慮して、
サービス専⽤のネットワークを利
⽤者近傍に動的に構成する技術

ポイント

 サービス資源とネットワー
ク資源の移動を連携し、複
数エリアに跨がった仮想基
地局の構成が可能に 8



NICT独⾃技術の概要（4/5）
HIMALIS

SCN

特徴

 端末・センサの異種ネット
ワーク間通信や端末・センサ
のネットワーク間移動を容易
にするネットワーク技術

ポイント

 ネットワーク層プロトコルを
気にせずアプリ開発が可能

 動くセンサの管理が可能
 NICTがID・ロケータ分離

ITU-T勧告化を主導

特徴

 動的にネットワーク資源を制
御し、複数の情報サービスを
連携させたサービス形成を可
能とするミドルウェア

ポイント

 本ミドルウェアにより、アプ
リケーション側から複数のリ
ソースを⾃由に組み合わせた
新サービスが提供可能に

PIAX

⼤規模テキストアーカイブ

特徴

 P2Pオーバレイネッ
トワークを構成し、
分散した端末同⼠が
スケーラブルかつ効
率的に連携可能

ポイント

 NICTが開発
主体である
オープンソー
スフレーム
ワーク

特徴

 ユニバーサルコミュニケ
ション技術の研究開発に資
する⼤量のWebテキスト
情報を収集・蓄積する技術

ポイント

 数億〜数⼗億ページ規模の
⼤規模Web情報に対して
⾼速かつスケーラブルに収
集可能

 各種APIを介して情報分析
システム等に利⽤ 9



NICT独⾃技術の概要（5/5）
分野横断相関検索・可視化技術
特徴

 ⾃然環境の物理センシング
からSNSによる社会センシ
ングまで、異種・異分野の
センサー情報を様々な相関
に基づき横断的に検索した
り可視化する技術

ポイント

 ある⾃然現象に沿って起き
る様々な出来事に関する
データを網羅性⾼く⾒つけ
だすことが可能

テキスト情報分析技術
特徴

 ⼤量のWeb、SNS等の
情報を深く意味的に分
析し、価値ある情報、
仮説を提供する技術

ポイント

 現在はWeb、SNSのテキ
ストに特化しているが、
将来的にはセンサー情報
や科学技術⽂献とのリン
クを可能とし、情報や仮
説の裏付けを取る

⼤規模情報分析システム
WISDOM 2013

対災害情報分析システム
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貸出型センサー ：利用者にセンサーを貸し出し、独自にデータ収集していただきます。
設置貸与型センサー：各センサーをフィールドに設置した状態で利用者に開放・貸与します。
共通基盤（設置貸与型）：計算機設備、大規模ストレージ設備を利用者に割り当て、センサーデータを蓄積・処理します。

⼤規模スマートICTサービス基盤テストベッド（JOSE）
広域に配備された複数種のセンサーから得られる観測データを、⾼速ネットワークで結ばれた分散拠点上の分散計
算機を⽤いてリアルタイムに処理・解析するサービスを実装し，フィールド実証することが可能なテストベッド。

⼤規模スマートICTサービス

11
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JOSE 各種センサー（貸出型）設備
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①多眼映像センサー

カメラモジュール(5視点)

【多眼映像センサー：8台(屋内限定)】
・電源 100V/1.62A（50-60Hz）

【カメラ部】
・モジュール数 5
・撮影素⼦ CMOSセンサー
・有効画素数 約300万画素

【ネットワーク部】
・ネットワーク 100Base-TX/1000Base-T
・画像圧縮⽅式 JPEG⽅式、Distributed Video Config⽅式

720P/1080P
Xilinx FPGA（XC7K325T-FFG900）を
使⽤して5視点映像を符号化

・多重化⽅式 最⼤5視点映像をMPEG-4 MVCに基づく
独⾃フォーマットで多重化

 本センサーは、複数視点の映像を遠隔地に送信できるネットワークカメラです。
 同時5視点の映像データを取得でき、また人物検出データの取得も可能です。
 低演算処理で符号化が可能なDistributed Video Coding方式に対応しています。

主要諸元
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②スマートフォンセンサー
本センサーは、スマートフォンに搭載した各種センサーにより、位置、温度、湿度、気圧、照度、近接、加速度、
ジャイロ、地磁気情報をデータベースに収集でき、スマートフォンセンシングの特徴(所有者行動とリンク、多数の
ユーザのデータを取得可)を利用して、混雑予測と回避経路分析、空調制御・電力需要予測といった技術検証への応
用が可能です。

主要諸元
【スマートフォン設備 ：100台】

・3G/HSPA/LTE/WiFiによるIEEE1888対応通信機能
・GPS、IMES/WiFi、NFC、加速度による位置検出機能
・各種センサーによる環境センシング機能
・Android™ 4.2 (⾃作のAndroidアプリ搭載可能)
・スペック概要

CPU：APQ8064T 1.7GHz（クアッドコア）
メモリ：RAM 2GB、ROM 32GB
ディスプレイ：約4.7インチ／TFT液晶、

フルHD（1920 x 1080）
カメラ：約1340万画素（CMOS）、フラッシュ付き

【固定型温湿度基準局ネットワーク設備 ：20台】
・WiFi/有線LANによるIEEE1888対応通信機能
・温度測定：0〜50℃(±0.3℃)
・湿度測定：10〜95%RH(±5%)

【固定型位置基準局ネットワーク設備 (屋内の位置検出⽤)】
・IMES：基地局(20台)

測定専⽤端末(2台)
JAXA IS-QZSS ⽅式

・WiFi：基地局(20台)
測定専⽤端末(2台)
IEEE802.11n, IEEE802.11b, IEEE802.11g

14



③プログラマブル・固定型無線環境センサー

本センサーは、多用途な環境センサー（降雨、人検知、CO2濃度、温度、湿度、振動、騒音、日射量、放射線、映
像、傾斜、積雪、雷）を接続し、一括でデータを収集することのできる複合型センサーネットワークデバイスです。
専用の設置器具を利用することで屋外に設置することが可能です。

主要諸元

収納

【センサーデバイス：100台】
・各センサーの専用インターフェース内蔵、GPSによる位置検出機能
・太陽光パネルとバッテリーを接続し独立型電源として運用可能
・IEEE802.15.4（920MHz）による無線通信
・トポロジとしてStar、Tree、Mesh を形成可能
・見通し距離100m での装置間無線通信が可能
・センサー電源コントロール機能（インターバル運転）

【ゲートウェイ：10台】
・IEEE1888形式送信、SDカード搭載
・Wifi/3G/Ethernet接続対応（雷放電による電界強度検出）

太陽パネル
30W

バッテリー収納BOX

機器収納BOX

センサーデバイス
収納BOX

機器取付
フレーム

センサーデバイス

【屋外設置用器具50台】

【接続可能な環境センサー：各10台】
・CO2計 濃度:0～5% / 温度:-30℃～70℃ / 湿度:0～95%RH
・複合気象計 風速:0～60m/s / 風向:0～360 / 温度-52℃～60℃

湿度:0.～100% / 気圧:600～1100ｈPa 降水強度:0～200mm/h
・日射量計 日射量：0～2000W/m2 視野角：180度
・赤外放射計 測定範囲（温度）：-50℃～500℃
・人知計 検知範囲：水平±90°3～12m
・傾斜計 測定範囲：-30°～+30° 分解能：0.0025°
・騒音計 測定レベル：A特性：25dB～130dB Z特性：38dB～130dB
・振動計 変位 200μm（P-P） 周波数範囲：10～500Hz
・放射線量計 ガンマ線 0～50μSv/h （外部電源：AC100V）
・静止カメラ 静止画 JPEG形式 カラー
・積雪計 測定範囲：0.5m～10m
・雷計 検出範囲：20km（雷放電による電界強度検出）
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④路⾯監視センサー

 本センサーは、自動車に搭載し、振動や環境情報等の路面情報をセンシングするモジュールを具備し、今後展開さ
れる準天頂衛星による位置測位にも対応し、精細な位置情報と路面情報を収集可能なものです。

 収集データは、３Ｇ回線等により、大規模ストレージへ転送・蓄積されます。

主要諸元

・路面情報センサーモジュール：5式
・準天頂衛星対応GPS搭載
・3Gによる広域無線通信

（路面情報センサーモジュール）
・路面の凹凸状態の把握を目的として、

以下のデータを取得する
①振動/加速度センサー：

車両内の振動/加速度データ
②GPS：

移動中の車両の位置情報

温湿度センサ振動センサ

広域無線（3G）

位置情報

①路面情報センサーモジュール

準天頂衛星計算サーバ

加速度センサ

路面情報センサーモジュール
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JOSE 各種センサー（貸与型）設備
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貸与型センサー設備

多種多様なセンサーが、取得するデータの特性や目的に沿って、日本各地のフィールドに
設置されています。

配置箇所

構造物モニタリングセンサー
ネットワーク(高速橋梁)(東京)

河川モニタリング
センサーネットワーク(長野)

環境モニタリング
センサーネットワーク(広島)

構造物モニタリング
センサーネットワーク(建物)(福島)

河川

⽔⾨

河川

⽔⾨
河川

⽔⾨

河川

⽔⾨

センサー情報: 温度、湿度、気
圧、雨量等

センサー情報：水位、雨量等

センサー情報：振動

センサー情報：振動

無線環境センサー
ネットワーク(小金井)
センサー情報：温度、人感
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⑤簡易設置⽤ ・固定型無線環境センサー
 本センサーは、風速・風向等の環境データを収集するセンサーです。
 各所に設置されたセンサー子機より気象センサー、CO2センサー、日射量センサー、赤外放射計、放射線セン

サーの各環境データを収集し、WiFiによりゲートウェイ装置へ伝送されそこから3G回線を経由してストレージ設
備に転送・蓄積されます

主要諸元
【電源部】太陽光パネル、外部電源:AC100V

【取得データ】
・気象センサー 風速 :0～60m/s

風向 :0～360°
温度 :-52～60℃
湿度 :0～100%RH
気圧 :600～1100hPa
降水強度:0～200mm/h

・CO2センサー 0～5000ppm
・日射量センサー 0～2kW/m

2

・赤外放射計 -50～500℃
・放射線センサー 10nSv/h～1mSv/h

【ゲートウェイ】
・WiFiアクセスポイント
・WAN回線（3G）

設置場所：広島市役所 ほか E：132.27.19

N：34.23.7

※利用にあたっては、設備設置場所の所有者と別途調整が必要になる場合があります。
19



⑥固定型無線環境センサーネットワーク輻輳監視制御設備
 本設備は、広域に分散した環境センサーデータを、狭帯域無線を用いて信頼性高く、かつ経済的に収集に必要とな

る「無線マルチホップセンサーネットワークにおける輻輳制御技術」の検証に用いる設備です。「人感（外付けセ
ンサー-A）」および「温湿度（外付けセンサー-B）」のセンサーデータを効率的に取得可能です。

 センター側の計算機サーバで動作する輻輳状態監視・制御ソフトウェアは、ネットワーク管理機能に加え、セン
サーノード間の無線通信状態の見える化する機能を具備しています。

主要諸元
【屋内設置設備】

2ゲートウェイ、100センサーデバイス】
・センサーデバイス：センサーノード子機＋環境センサー

【屋外設置設備】
1ゲートウェイ、 50センサーデバイス】

【共通諸元】
・ センサーノード：802.15.4 (920MHz) による無線通信
・ センサーノード：アプリプログラム可能 (OpenRTOS)
・ トラヒック計測用疑似環境センサーパケット生成機能
・ 環境センサー：温湿度センサー、人感センサー
・ 輻輳状態・ネットワーク情報の収集・可視化機能
・ センサーデバイス電源：AC電源(100V) 

設置場所：NICT本部 敷地内 E：139.29.18

N：35.42.29
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⑦河川監視センサー
 本センサーは、河川の水位等の遠隔監視を可能とするものです。
 長野県千曲市に位置する沢山川流域の、６箇所の排水機場に設定した計9式の河川監視用水位センサー（超音波式

水位計）、1箇所の河川監視用雨量センサー（転倒ます方式雨量計)から10分間隔でデータを収集し、920MHz
帯マルチホップ無線ネットワークを通じて河川監視局（千曲市庁舎）に各センサーのデータを蓄積します。

 蓄積したデータは、さらに大規模ストレージ設備に転送します。

主要諸元

水位計

雨量計 920MHz無線機

・水位センサー ９式、雨量センサー １式
・電源:AC100V

【取得データ】
・内水位(0.1m単位)
・外水位(0.1m単位)
・雨量(0.5mm単位)

(10分間の累積値／60分間の累積値)
・累加雨量(0.5mm単位) (雨の降り始めからの累積値)

※水位計は、温度・湿度の出力も可能です。

設置場所：長野県千曲市 E：138.7.12 ※市庁舎

N：36.32.2

※利用にあたっては、設備設置場所の所有者と別途調整が必要になる場合があります。
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⑧プログラマブル・構造物監視センサー （橋梁）
 本センサーは、【橋梁】を対象とした公共構造物に設置する監視センサーと上位サーバからプログラム等が書き換

え可能なヘッドエンドにより、無線マルチホップネットワークで構成される多様なセンサーからの情報を収集する
仕組みを提供します。

 取得データは、３Ｇ回線等にて、共通基盤：大規模ストレージへ転送・蓄積します。

主要諸元

・無線ヘッドエンド8式（屋外設置）
・センサーデバイス18式（屋外設置）
・920MHz による無線通信
・ＭＥＭＳセンサー（取得データは下記）
【取得データ】
・固有振動数：橋げた橋脚時取得（加速度計）
・たわみ量：橋げた時取得（加速度計）
・傾斜：橋げた橋脚時取得（加速度計）
・温度：橋げた橋脚時取得（温度計）

無線ヘッドエンド

共通基盤へ

３Ｇ回線

センサユニット

通信アンテナ

橋桁下に設置

設置場所：首都高速道路4号線西参道

中央環状線葛西

福島県西白河郡西郷村

※利用にあたっては、設備設置場所の所有者と別途調整が必要になる場合があります。

E：139.41.28
N：35.41.1

E：140.9.31.270
N：37.8.19.040

E：139.51.59
N：35.38.37
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⑨プログラマブル・構造物監視センサー（建物）
 本センサーは、【建物】を対象とした公共構造物に設置する監視センサーと上位サーバからプログラム等が書き換

え可能なヘッドエンドにより、無線マルチホップネットワークで構成される多様なセンサーからの情報を収集する
仕組みを提供します。

 取得データは、３Ｇ回線等にて、共通基盤：大規模ストレージへ転送・蓄積します。

主要諸元

・無線ヘッドエンド2式（屋内設置）
・センサーデバイス12式（屋内設置）
・920MHz による無線通信
・ＭＥＭＳセンサー（取得データは下記）

【取得データ】
・振動モード：平常時地震時取得（加速度計）
・震度：地震時取得（加速度計）
・傾斜：地震時取得（加速度計）

920Mhz 通信

共
通
基
盤
へ

３Ｇ回線

無線
ヘッドエンド

加速度
センサー

設置場所：福島県双葉郡広野町 E：140.59.40 ※町役場

N：37.12.52

福島県福島市 E：140.28.29 ※市庁舎

N：37.45.39

※利用にあたっては、設備設置場所の所有者と別途調整が必要になる場合があります。
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⑩構造物監視センサー

 本センサーは、構造物の劣化進行の監視や劣化予兆分析の為に、構造物に設置したセンサーから多様なデータ、セ
ンシング情報を収集するものです。

 取得したデータは３Ｇ回線等により、大規模サーバーへ転送・蓄積します。

主要諸元
・構造物センサーモジュール：75式
・ 構造物センサーゲートウェイ3式

（屋外設置）
・920MHz による近距離無線通信

構造物センサーモジュール
構造物センサーゲートウェイ

・3Gによる広域無線通信
構造物センサーゲートウェイ遠隔
でのパラメータチューニング

・橋梁のモニタリングを目的として、
以下のデータを取得する
①振動センサー：

車両通行時の橋梁に対する振動
データ

②温湿度センサー：
橋梁付近の温湿度データ

設置場所：首都高速道路湾岸線東扇島

横浜羽田空港線浅田付近

※利用にあたっては、設備設置場所の所有者と別途調整が必要になる場合があります。

E：139.45.36
N：35.29.48

E：139.42.6
N：35.30.14
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JOSE 共通基盤（貸与型）設備
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⑪共通基盤

 共通基盤では実験内容に応じた必要リソース(計算機サーバ、ストレージサーバ、ストレージ容量)を提供します。

主要諸元

JGN-X Internet

【計算機設備】
 Ubuntu Server KVM(各拠点395台)とそのゲストOS（16仮想OS/台）であるUbuntu Serverで構成されます。
 Vmware ESXi（各拠点5台）も提供しており、Ubuntu Server以外でも、研究目的に合った自由な仮想OSを構成することが出来ます。

【 大規模ストレージ設備】
 Ubuntu Server KVM（各拠点8台） とそのゲストOS（16仮想OS/台）であるUbuntu Serverで構成されます。
 VMware ESXi（各拠点2台）も提供しており、Ubuntu Server以外でも、研究目的に合った自由な仮想OSを構成することが出来ます。
 ストレージサーバは、全ての拠点においてインターネットとのフロントサーバとして提供可能です。

【 ネットワーク】
 共通基盤設備のネットワークはOpenFlowを用いて構成され、「Staticクラス」、「Dynamicクラス」、「Riseクラス」と定義した3種

類のOpenFlowネットワークを提供しています。Staticクラスは共通基盤側でトラフィックをコントロールします。
 DynamicクラスはOpenFlowコントローラも提供するため、研究者側で研究用途に合ったOpenFlowネットワークを構成することが出

来ます。
 Riseクラスは研究者側でお持ちのコントローラを接続し、OpenFlowネットワークを構成することが出来ます。

【計算機設備】
ABC拠点：各400台（1,200台）
・CPU Xeon E5-2450相当以上
・メモリ 64GB
・HDD SAS 300GB（RAID1）

【大規模ストレージ設備 】
・ストレージ装置 ABC拠点 各250TB

DE拠点 各125TB
・ストレージサーバ 10台/各拠点
・ファイアウォール 2台(E拠点)
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Wi-SUN（ワイヤレス・スマートユーティリティ・ネットワーク）
 各種メータ、カメラ等のセンサ、屋内外の様々な機器が柔軟に無線ネットワークを構成し、プライバ

シーやセキュリティに配慮して、情報収集、分析、⾒える化、フィードバック等を実施
 ⼈を含む社会全体の健康状態をモニターすることにより、安全で安⼼な社会を構築

データ収集、分析、
⾒える化、フィー
ドバック
（セキュリティ）

ソーシャル
クラウド

プローブカー、
交通、監視カメラ 農漁業⽤

センサ

構造物監視、防災センサ

試作 試作

開発した無線
モジュール

サービスエリアの拡張が簡単
（マルチホップ通信）

省エネ
（単3電池3個で10年間）

各種センサーと連携可能
遠隔モニタリングの制御可能

健康管理

40 mm

20 m
m

豊富なオプションにより
様々な利⽤形態に対応可能

別紙2



Wi-SUN 各種センサー（貸出型）設備
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①Wi-SUN対応コグニティブルータ

 本ルータは、920MHz帯Wi-SUN規格近距離無線信号及び無線LAN(Wi-Fi)信号をLTE回線の信号に変換して、
インターネット接続を行います。

 本ルータ間を無線LAN(Wi-Fi)を用いてメッシュ接続を行うことも可能です。

主要諸元
• Wi-SUN対応コグニティブルータ：５０式

- Wi-SUN （アンテナ２本によるダイバーシチ）
- LTE （アンテナ２本によるダイバーシチ）
- WLAN：２系統（ユーザ通信用、メッシュ通信用）
- GPS

• LTEによる広域無線通信
- 各種Simに対応

• Wi−SUN無線対応センサーからの情報をLTEによりネット
ワーク上の各種サーバーに通信可能

29

• Wi-SUN対応コグニティブルータ：５０式
- WI-MAX
- LTE
- WLAN：２系統（ユーザ通信用、メッシュ通信用）
- GPS

• Wi−SUN無線対応センサーからの情報をLTE、Wi-MAXに
よりネットワーク上の各種サーバーに通信可能



②各種センサー接続⽤Wi-SUN無線機

 本無線機は、各種センサーとシリアルで接続し、センサーからの信号を920MHz帯のWi-SUN規格の無線信号に
より伝送することが可能です。

 各種アンテナを接続することが可能です。

主要諸元
• Wi-SUN無線機：1０式

- 各種センサーとシリアル接続
- Wi-SUNアライアンス認証済みの920MHz無線モ

ジュール搭載(20mW)
- IEEE802.15.4G対応
- 技適取得済み
- 外部アンテナ接続可能
- ECHONET Lite対応プロトコル・スタック搭載可能
- 伝送距離500m程度（オムニタイプアンテナ使用時）
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無線機とECHONET対応家電との接続例

Wi‐SUN対応無線機

無線機と放射線量測定器との接続例



③Wi-SUN搭載各種センサー

 本センサーは、すでに920MHz帯Wi-SUN規格の無線モジュールを搭載済みであり、Wi-SUN対応コグニティブ
ルータと共に用いることにより、センサーからの信号をサーバーに伝送することが可能です。

 電力監視用、農業用、防災用のセンサーが用意可能です
。

主要諸元
• Wi-SUN搭載農業用センサー：最大2０式

- １５種類のセンサーモジュールと，それを接続する
共通プラグで構成

- プラグにはWi-SUNが搭載されているため，コグニ
ティブルータ等と接続可能

- センサーモジュールとしては位置/方位/ミネラル
/PH-EC/土壌CO2/土壌水分/窒素/定点画像/葉面
積指数/日射量/樹液流/温度/湿度/CO2/加速度等

• Wi-SUN搭載電源タップ：最大１０式
- 電源と、電気機器の間に接続(100V,200V対応）
- 各種家電機器の電力を取得し、その情報をWi-SUN

無線通信方式によりWi-SUN対応コグニティブルー
タに接続

• Wi−SUN無線対応転倒センサー：最大10式
- 加速度センサー搭載の円筒形のセンサーモジュール
- 傾斜地等に埋め込み，加速度を検知すると警報を情

報収集局に集約
- Wi-SUN通信モジュールを搭載
- 転倒センサー間のメッシュ通信も可能
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Wi‐SUN搭載各種センサー

転倒センサー

雨量計
気温計Wi-SUN

センサー拠点

カメラ拠点

監視カメラ

Wi‐SUN対応転倒センサーWi‐SUN対応電源タップ



④VHF帯・UHF帯ブロードバンド無線機

 本無線機は、VHF帯・UHF帯を用いているため10km以上の伝送を行うことができます。
 伝送レートも数Mbps伝送できるため、動画像を用いたセンサーを広域に伝送することが可能です。
 ARIB STD-T103（VHF)、IEEE802.22（UHF) に対応

主要諸元
• VHF帯（190MHz-205MHz)を用いた広域移動通信システ

ム．ARIB STD-T103として標準化済み
• VHF帯で５Wの出力が可能．通信距離は10km以上．
• 伝送速度は5Mbps
• サイズ，W350*H390*D250 [mm]
• IPによる接続が可能
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VHF帯無線機

UHF帯無線機

• UHF帯（TV帯)を用いた広域移動通信システム．
• IEEE802.22として標準化済み
• VHF帯で1Wの出力が可能．通信距離は10km以上．
• 伝送速度は5Mbps
• IPによる接続が可能



番号 課題名 目的、内容など センサの諸元

1
構造物・路面監視センサ活用実証
実験

構造物や路面状態の見える化と異常検知技術の検証を目的として以下を実施
　(1)橋梁に振動センサ等を設置しモニタリング
　(2)プローブカーによる路面モニタリング

(1)加速度センサ、温度・湿度センサを橋梁に設置（屋外:75式）
　加速度、温度、湿度、時刻
(2)プローブカーに加速度センサと位置情報センサを取り付け(車体:3式）
　加速度、位置情報、時刻

2
構造物監視モニタリング実証実験
（橋梁・建築物等）

(1)構造物に設置したセンサと通信機器の間で、920MHz通信状況を検証するため、複数箇所で連続通信実験を行い、データの欠損状況
等の確認を実施する。また、計測した振動データと算出済みの固有振動数を使用し、構造物の異常監視を行う。
(2)計測した振動データから固有振動数等を算出し、構造物の異常監視を行う。
(3)計測した振動データから固有振動数等を算出し、構造物の異常監視を行う。
(4)計測した振動データから固有振動数等を算出し、構造物の異常監視を行う。

(1)橋桁中央および端部に加速度センサを設置（屋外:4式）
　加速度、温度、設置位置、時刻
(2)橋桁中央および端部に加速度センサを設置（屋外:12式）
　加速度、温度、設置位置、時刻
(3)構造物の下層、中層、上層に加速度センサを設置（屋内:7式）
　加速度、温度、設置位置、時刻
(4)構造物の下層、中層、上層に加速度センサを設置（屋内:7式）
　加速度、温度、設置位置、時刻

3 交通関連実証試験装置
センサで、交通情報、車両情報（画像、車番、車速）を収集し、収集したデータを蓄積・検索・照合・分析することにより、公共・公
益サービスまたは民間で利用できるアプリケーションを開発

画像、車番、車速検知センサ、画像装置

4
住宅におけるエネルギーマネージ
メント実証試験装置

各戸建に太陽光発電設備、発電量管理/マネージ機構を具備させ、家庭内容電力消費量、蓄電量に合わせ電力供給方法を制御する 充放電制御センサ、（発電量監視センサ、分電盤用電気使用量監視センサ）

1
環境情報センシング実証実験
（ヒートアイランド現象の解析
等）

都市部における環境情報を収集し、都市型災害の一つであるヒートアイランド現象を例に、環境の変化を迅速に把握するために、当該
エリアの現象の実態を継続的、定量的にデータ収集・解析する。収集したデータはＧＩＳデータと連携し、海陸風や建造物による影響
と関連付けて、ヒートアイランド強度を明らかにし、より良い都市生活環境の実現に資することを目的に環境情報の見える化等を行
う。

庁舎、学校、その他公共施設の屋上等に簡易設置型外付け無線環境センサを設置
（屋外:25式）
温湿度、風向、風速、気圧、降水、CO2、日射、赤外放射、放射能等

2
河川監視センサネットワークシス
テム実証実験

水位計、雨量計などのセンサ情報を920MHz無線マルチホップを使用して収集し、河川モデル、降雨量予測・水位予測などの知識を組み
合わせたビッグデータ処理により、水位予測含めた河川水位の見える化と水門開閉バランスの最適制御に関わる判断情報及び避難誘導
情報を配信するシステムの開発とその実証を行う。

千曲川の支流の沢山川に流れ込む河川にある水門に水位計を設置
沢山川上流域に雨量計と無線機を設置
水位データ、雨量データ、設置位置、時刻

3
防災用実証試験装置1（鉄道用防
災）

鉄道路線のトンネル出口付近の土砂崩れ等防止するためにセンサを設置して監視を行うとともに分析の結果により,予測等を行う ワイヤセンサ、タフセンサ、転倒センサ、監視カメラ,雨量計等を屋外に設置

4 防災用実証試験装置2（河川監視） 河川の氾濫等防止するためにセンサを設置して監視を行うとともに分析の結果により,予測等を行う 映像カメラ（河川氾濫監視用）

5 端末間通信システム
インフラに依存しない端末間非同期分散制御ネットワーク。平常時の端末間の情報配信や、災害時に端末間のネットワーク形成・緊急
通信など。

バス停やバス内、その他公共施設に、無線通信やデジタルサイネージ用端末を数十個設置。

6 映像センサによる人流解析
顔・モノの認識、識別機能を持つ映像センサを用いて、大規模複合施設内の人流・滞留状況を把握。結果を施設監視者に提供し、災害
発生時等における安全対策検討への利用可能性を検証

大阪ステーションシティ内に映像センサを設置（約90台）

7
フェーズドアレイ気象レーダ•ドッ
プラーライダー融合システム

降水が発生する直前の気流から雲が形成されて豪雨となるまでの全プロセスを３次元空間情報としてリルタイムに把握するシステムを
構築し、気象予報関係機関、研究期間、自治体等と連携して実証的研究開発を行う。

20 m鉄塔にフェーズドアレイ気象レーダ、ドップラーライダーなどを設置（屋外）
降水をターゲットとした反射強度、ドップラー速度など（半径60km円内100m間隔の３次元データを30秒間隔）
微小粒子をターゲットとしたドップラー速度、反射強度.（距離10km以内200m間隔で数秒間隔）

1 農業用実証試験装置 農地に、各種センサを取り付け、農業現場での各種リスク（温度・湿度、病害虫・農薬、栽培計画・営農履歴、土壌）を管理・対策 温度、湿度、日射量、土壌温度、土壌水分用センサ

1
多眼映像センサ
（超臨場感テレワーク実証実験）

あたかも一緒に働いている感のあるテレワークシステムの実証実験。オフィス俯瞰映像や対話相手映像を、複数の多眼映像センサモ
ジュールを用いてリアルタイムに伝送するシステムを構築し、実際のテレワークや会議をコンテンツとしてシステムの性能や有用性を
検証する。

NICTけいはんな、NICT小金井に実験オフィスを構築し、多眼映像センサ（8台）以外にも、カメラ、マイク、
ディスプレイ、スピーカ、コミュニケーション用端末などを設置。
多眼映像ストリーム、同映像から得られる人物検出データ（人数、人物位置、在席情報）、時刻

2
スマートフォンセンサネットワー
クのHEMSへの適用可能性検討

・複数測位（IMES、WiFi、自律航法）の組み合わせによる測位精度の分析実験を実施し、屋内の測位精度の向上を図る。
・位置情報の経時変化量、及び加速度センサの情報を加味した混雑度推定精度の分析実験を実施し、混雑度推定のための測位頻度の適
正化を図るため、最適測定頻度の検討を実施。

各種センサを搭載したスマートフォン100台を試験者100名が携行（屋内、屋外）
温湿度基準局20台を都度設置（屋内、屋外）
位置基準局（IMES基地局20台、WiFi基地局20台）を都度設置（屋内、天井設置または床設置）

3
スマートフォンセンサネットワー
クの人流分析への適用可能性検討

・複数測位（IMES、WiFi、自律航法）の組み合わせによる測位精度の分析実験を実施し、屋内の測位精度の向上を図る。
・位置情報の経時変化量、及び加速度センサの情報を加味した混雑度推定精度の分析実験を実施し、混雑度推定のための測位頻度の適
正化を図るため、最適測定頻度の検討を実施。

各種センサを搭載したスマートフォン100台を試験者100名が携行（屋内、屋外）
位置基準局（IMES基地局20台、WiFi基地局20台）を都度設置（屋内、天井設置または床設置）

4 室内ナビシステム
(1)ユーザのいる場所に基づく決裁、情報配信。
(2)倉庫における物流、所在の自動管理。

屋内の固定構造物上数十個設置。

④
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モバイル・ワイヤレステストベッドを活⽤したフィールド実証実験リスト
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